
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　映像信号と、前記映像信号に埋め込まれ コピー制御情
報を有する電子透かし情報と、前記映像信号に挿入されたコピー制御用のＣＧＭＳ信号と
が記録されたことを特徴とする記録媒体。
【請求項２】
　請求項１記載の記録媒体において、前記電子透かし情報は前記映像信号の予め定められ
た位置の輝度信号の輝度値を変更させることによって得られることを特徴とする記録媒体
。
【請求項３】
　請求項２記載の記録媒体において、前記輝度信号の輝度値が変更可能範囲に入っている
ことを特徴とする記録媒体。
【請求項４】
　請求項１記載の記録媒体において、前記

ことを特徴とする記録媒体。
【請求項５】
　請求項１記載の記録媒体において、前記ＣＧＭＳ信号は

ことを特徴とする記録媒体。
【請求項６】
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コピー可能かコピー禁止かを示す

電子透かし情報はコピーフリー、一回コピー可
能及びコピー禁止のいずれかの情報を有する

コピーフリー、一回コピー可能
及びコピー禁止のいずれかの情報を有する

輝度信号の予め定められた位置の輝度値を変更してコピー可能かコピー禁止かを示すコ



ことを特
徴とする 。
【請求項７】
　請求項 記載の において、前記

ことを特徴とする
。

【請求項８】
　

ことを特徴とする 。
【請求項９】
　

ことを特徴とする の記録方法。
【請求項１０】
　請求項 記載の 記録方法において、前記ＣＧＭＳ信号は

ことを特徴とする 記録方法。
【請求項１１】
　映像信号に 輝度信号の輝度値を変化させても視覚的に耐えられる範囲を計算す
るステップと、予め定められた位置の輝度信号

変更させてコピー制御情報を有する電子透かし情
報を生成するステップと、コピー制御情報を有し、映像信号のスキャン領域外に挿入され
るＣＧＭＳ信号を生成するステップとを備えることを特徴とするコピー制御情報の記録方
法。
【請求項１２】
　請求項１１記載のコピー制御情報の記録方法において、前記ＣＧＭＳ信号は２ビット以
上の信号で ことを特徴とするコピ
ー制御情報の記録方法。
【請求項１３】
　輝度信号の輝度値を変更してコピー制御情報が埋め込まれた電子透かし情報と映像信号
のスキャン領域外に挿入されたコピー制御情報を有するＣＧＭＳ信号とを備えた映像信号
から前記電子透かし情報とＣＧＭＳ信号とを記録媒体から再生して、映像信号の出力を制
御するために、前記電子透かし情報を検出するステップと、前記ＣＧＭＳ信号と検出する
ステップと、前記電子透かし情報から コピー制御情報と前記ＣＧＭＳ信号から得
られたコピー制御情報とから合理性に欠ける場合には前記映像信号の出力を遮断するステ
ップとを備えた コピー制御情報を備えた映像信号の再生方法。
【請求項１４】
　

ことを特徴とする 。
【請求項１５】
　請求項１４記載の において、

ことを特徴とするコピー制御
情報 。
【請求項１６】
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ピー制御情報を埋め込むことによって電子透かし情報を生成するステップと、コピー制御
情報を有するＣＧＭＳ信号を映像信号のスキャン領域外に挿入するステップと、前記電子
透かし情報と前記ＣＧＭＳ信号と前記映像信号とを記録するステップとを備える

コピー制御情報を備えた映像信号の記録方法

６ コピー制御情報を備えた映像信号の記録方法 ＣＧＭＳ信
号は２ビット以上の信号である コピー制御情報を備えた映像信号の記録
方法

映像信号に含まれる輝度信号の輝度値を変化させても視覚的に耐えられる範囲を計算す
るステップと、予め定められた位置の輝度信号の輝度値を前記算出された範囲内で変更さ
せてコピー制御情報を有する電子透かし情報を生成するステップと、コピー制御情報を有
し、映像信号のスキャン領域外に挿入されるＣＧＭＳ信号を生成するステップとを備える

コピー制御情報の記録方法

請求項８記載のコピー制御情報の記録方法において、前記ＣＧＭＳ信号は２ビット以上
の信号である コピー制御情報

８ コピー制御情報の 水平同期信号
近傍のスキャン領域外に挿入される コピー制御情報の

含まれる
であって、変更される輝度値が前記算出さ

れた範囲内にある場合に、前記輝度値を

あり、水平同期信号近傍のスキャン領域外に挿入される

得られた

ことを特徴とする

請求項１３記載のコピー制御情報を備えた映像信号の再生方法において、前記電子透か
し信号及び前記ＣＧＭＳ信号はコピー禁止情報及び一回コピー可能情報のいずれか一方の
情報を備えている コピー制御情報を備えた映像信号の再生方法

コピー制御情報を備えた映像信号の再生方法 前記電子透か
し情報から得られた一回コピー可能情報と前記ＣＧＭＳ信号から得られたコピー禁止情報
によって前記映像信号を出力して表示するステップを備える

を備えた映像信号の再生方法

請求項１４記載のコピー制御情報を備えた映像信号の再生方法において、前記電子透か



コピー制御情報
を備えた映像信号の再生方法。
【請求項１７】
　請求項 記載の 再生方法において、前記

ことを特徴とするコピー制御
情報を備えた映像信号の再生方法。
【請求項１８】
　

コピー制御情報を備えた映像信号の再生方法。
【請求項１９】
　請求項 記載の 再生方法において、前記

ステッ
プを備えることを特徴とするコピー制御情報を備えた映像信号の再生方法。
【請求項２０】
　請求項 記載の 再生方法において、前記

ことを特徴とするコピー制御情報を備えた映像信号の再生方法。
【請求項２１】
　輝度信号の輝度値を変更してコピー禁止及び一回のコピー可能のいずれかの情報が埋め
込まれた電子透かし情報と映像信号のスキャン領域外に挿入され、コピー禁止及び一回の
コピー可能のいずれかの情報を有するＣＧＭＳ信号とを備えた映像信号から前記電子透か
し情報と前記ＣＧＭＳ信号とを から再生して、 映像信号の を制御するた
めに、前記電子透かし情報 を検出するステップと、前記Ｃ
ＧＭＳ信号 検出するステップと、

コピー制御情報を備えた映像信号の再生
方法。
【請求項２２】
　請求項２１記載の 再生方法において、前記

ことを特徴とするコピー制御情報を備えた映像信号の再生方法。
【請求項２３】
　請求項２１記載の 再生方法において、前記

ことを特徴とするコピー制御情報を備えた映像信号の
再生方法。
【請求項２４】
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し情報から得られたコピー禁止情報と前記ＣＧＭＳ信号から得られたコピー禁止情報によ
って前記映像信号を出力して表示するステップを備えることを特徴とする

１３ コピー制御情報を備えた映像信号の ＣＧＭＳ
信号が再生されない場合には前記映像信号の出力を遮断する

輝度信号の輝度値を変更してコピー禁止及び一回のコピー可能のいずれかの情報が埋め
込まれた電子透かし情報と映像信号のスキャン領域外に挿入され、コピー禁止及び一回の
コピー可能のいずれかの情報を有するＣＧＭＳ信号とを備えた映像信号から前記電子透か
し情報と前記ＣＧＭＳ信号とをディスクから再生して、前記映像信号の出力を制御するた
めに、前記電子透かし情報を検出するステップと、前記ＣＧＭＳ信号を検出するステップ
と、前記ディスクの種類を判別するステップと、前記前記電子透かし情報から得られたコ
ピー制御情報と前記ＣＧＭＳ信号から得られたコピー制御情報と前記ディスクの種類情報
とから合理性に欠ける場合には映像信号の出力を遮断するステップとを備えたことを特徴
とする

１８ コピー制御情報を備えた映像信号の ディスク
が再生専用ディスクであり、前記電子透かし情報が一回のコピー可能の信号であり、かつ
、前記ＣＧＭＳ信号が一回記録可能の信号である場合、前記映像信号を出力させる

１８ コピー制御情報を備えた映像信号の ディスク
が記録可能なディスクであり、前記電子透かし情報が一回のコピー可能の信号であり、か
つ、前記ＣＧＭＳ信号が一回記録可能の信号である場合、前記映像信号の出力を遮断する
ステップを備える

記録媒体 前記 記録
に埋め込まれたコピー制御情報

からコピー制御情報を これらコピー制御情報が合理的な
関係にあるか否かを判断するステップと、合理的な関係にある時のみ前記映像信号の記録
を許可するステップとを備えることを特徴とする

コピー制御情報を備えた映像信号の 合理的な
関係を判断するステップは前記電子透かし情報から得られた一回コピー可能情報と前記Ｃ
ＧＭＳ信号から得られた一回コピー可能情報をコピー禁止情報に書き換える状況から合理
的であると判断する

コピー制御情報を備えた映像信号の 合理的な
関係を判断するステップは前記電子透かし情報から得られた一回コピー可能情報をコピー
禁止に、前記ＣＧＭＳ信号から得られた一回コピー可能情報をコピー禁止情報に書き換え
る状況から合理的であると判断する

映像信号に含まれる輝度信号の輝度値に応じて前記輝度値の変更範囲を計算する変更可



ことを特徴とする 。
【請求項２５】
　請求項 記載の において、前記

ことを特徴とするコピー制御情報 。
【請求項２６】
　

ことを特徴とするコピー制御情報
。

【請求項２７】
　

ことを特徴とするコピー制御情報の記録装置。
【請求項２８】
　

ことを特徴とするコピー制御情報 。
【請求項２９】
　

とを備えたことを特徴とするコピー制御情報 。
【請求項３０】
　請求項２９記載のコピー制御情報 において、前記

することを特徴とするコピー制御情報 。
【請求項３１】
　

ことを特徴とするコピー制御情報を備えた映像信号の処理装置。
【請求項３２】
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能範囲算出回路と、予め定められた位置にある輝度信号の輝度値を前記算出された可変範
囲内で変更してコピー制御情報を有する電子透かし情報を埋め込むための情報埋め込み処
理回路と、コピー制御情報を有するＣＧＭＳ信号を発生する発生回路と、前記ＣＧＭＳ信
号を前記電子透かし情報が埋め込まれた輝度信号のスキャン領域範囲外に加算する加算回
路とを備えた コピー制御情報の記録装置

２４ コピー制御情報の記録装置 発生回路は２ビット以上信
号から構成されたＣＧＭＳ信号を発生する の記録装置

映像信号に含まれる輝度信号の輝度値に応じて前記輝度値の変更範囲を計算する変更可
能範囲算出回路と、予め定められた位置にある輝度信号の輝度値が前記算出された可変範
囲内にある時に前記輝度信号の輝度値を変更してコピー制御情報を有する電子透かし情報
を埋め込むための情報埋め込み処理回路と、コピー制御情報を有するＣＧＭＳ信号を発生
する発生回路と、前記ＣＧＭＳ信号を前記電子透かし情報が埋め込まれた前記輝度信号の
スキャン領域範囲外に加算する加算回路とを備えた の記
録装置

請求項２６記載のコピー制御情報の記録装置において、前記発生回路は２ビット以上信
号から構成されたＣＧＭＳ信号を発生する

輝度信号の輝度値を変更してコピー制御情報が埋め込まれた電子透かし情報と映像信号
のスキャン領域外に挿入されたコピー制御情報を有するＣＧＭＳ信号とを備えた映像信号
から前記電子透かし情報とＣＧＭＳ信号とを記録媒体から再生して、映像信号の出力を制
御するために、前記記録媒体から再生された前記映像信号を処理する回路と、電子透かし
検出回路と、前記ＣＧＭＳ信号を検出するためのＣＧＭＳ信号検出回路と、前記検出され
た電子透かし情報と前記検出されたＣＧＭＳ信号とから前記映像信号処理回路を制御する
出力制御回路とを備える を備えた映像信号の処理装置

輝度信号の輝度値を変更してコピー禁止及び一回のコピー可能のいずれかの情報が埋め
込まれた電子透かし情報と映像信号のスキャン領域外に挿入され、コピー禁止及び一回の
コピー可能のいずれかの情報を有するＣＧＭＳ信号とを備えた映像信号から前記電子透か
し情報と前記ＣＧＭＳ信号とを記録媒体から再生して、前記映像信号の出力を制御するた
めに、前記記録媒体から取り出された前記映像信号を処理する映像信号処理回路と、前記
電子透かし情報を検出する電子透かし情報検出回路と、前記ＣＧＭＳ信号を検出するＣＧ
ＭＳ信号検出回路と、前記電子透かし情報検出回路の出力と前記ＣＧＭＳ信号検出回路の
出力が入力され、前記映像信号処理回路の映像信号出力のオン、オフを制御する出力制御
回路 を備えた映像信号の処理装置

を備えた映像信号の処理装置 出力制御
回路は前記電子透かし情報から得られた一回コピー可能情報と前記ＣＧＭＳ信号から得ら
れたコピー禁止情報によって、映像信号を出力させるように前記映像信号処理回路を制御

を備えた映像信号の処理装置

請求項２９記載のコピー制御情報を備えた映像信号の処理装置において、前記出力制御
回路は、前記電子透かし情報から得られたコピー禁止情報と前記ＣＧＭＳ信号から得られ
たコピー禁止情報によって、前記映像信号を出力させるように前記映像信号処理回路を制
御する

請求項２９記載のコピー制御情報を備えた映像信号の処理装置において、前記出力制御
回路は、前記ＣＧＭＳ信号が検出されない時には前記映像信号を出力させないように前記



コピー制御情報を備えた映像信号の処理装
置。
【請求項３３】
　請求項 記載の 処理装置において、前記

ように前記映像信号処理回路を制御することを特徴とするコピー制御
情報を備えた映像信号の処理装置。
【請求項３４】
　請求項 記載の 処理装置において、前記

情報によって、前記映像
信号を出力させるように前記映像信号処理回路を制御することを特徴とするコピー制御情
報を備えた映像信号の処理装置。
【請求項３５】
　

ことを特徴とするコピー制御情報を備えた映像信号の処理
装置。
【請求項３６】
　請求項 記載の 処理装置において、前記

である場合、前記出力制御回路は前
記電子透かし情報から 一回コピー可能情報と前記ＣＧＭＳ信号から得られた一回
コピー可能情報によって、前記映像信号を出力させないように前記映像信号処理回路を制
御することを特徴とするコピー制御情報を備えた映像信号の処理装置。
【請求項３７】
　請求項 記載の 処理装置において、前記

である場合、前記出力制御回路は前記
電子透かし情報から 一回コピー可能情報と前記ＣＧＭＳ信号から得られた一回コ
ピー可能情報によって、前記映像信号を出力させるように前記映像信号処理回路を制御す
ることを特徴とするコピー制御情報を備えた映像信号の処理装置。
【請求項３８】
　輝度信号の輝度値を変更して が埋め
込まれた電子透かし情報と映像信号のスキャン領域外に挿入され

を有するＣＧＭＳ信号とを備えた 映像信号から前記電子
透かし情報と前記ＣＧＭＳ信号とを記録媒体から再生して、前記映像信号の を制御す
るために、前記記録媒体から された前記映像信号を処理する と、

と、前記ＣＧＭＳ信号を検
出するための と、前記検出された前記

ことを特徴とするコピー制御情報を備えた映像信号の処理装置。
【請求項３９】
　請求項３８記載の 処理装置において、
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映像信号処理回路を制御することを特徴とする

２９ コピー制御情報を備えた映像信号の 記録媒体
が記録可能な媒体である場合、前記出力制御回路は前記電子透かし情報から得られた一回
コピー可能情報と前記ＣＧＭＳ信号から得られた一回コピー可能情報によって、前記映像
信号を出力させない

２９ コピー制御情報を備えた映像信号の 記録媒体
が再生専用の媒体である場合、前記出力制御回路は前記電子透かし情報から得られた一回
コピー可能情報と前記ＣＧＭＳ信号から得られた一回コピー可能

輝度信号の輝度値を変更してコピー制御情報が埋め込まれた電子透かし情報と映像信号
のスキャン領域外に挿入されたコピー制御情報を有するＣＧＭＳ信号とを備えた映像信号
から前記電子透かし情報と前記ＣＧＭＳ信号とを記録媒体から再生して、前記映像信号の
出力を制御するために、前記記録媒体から再生された前記映像信号を処理する回路と、前
記電子透かし情報を検出するための電子透かし情報検出回路と、前記ＣＧＭＳ信号を検出
するためのＣＧＭＳ信号検出回路と、前記検出された前記電子透かし情報と前記検出され
た前記ＣＧＭＳ信号とから前記映像信号処理回路を制御する出力制御回路と、ディスクの
種類を判別する回路とを備える

３５ コピー制御情報を備えた映像信号の ディスク
種類判別回路の出力が記録可能なディスクを示す信号

得られた

３５ コピー制御情報を備えた映像信号の ディスク
種類判別回路の出力が再生専用ディスクを示す信号

得られた

コピー禁止及び一回のコピー可能のいずれかの情報
、コピー禁止及び一回の

コピー可能のいずれかの情報 前記
記録

取り出 映像信号処理回路
記録媒体電子透かし情報を検出するための電子透かし検出回路

回路 ＣＧＭＳ信号の世代を更新する世代更新回路と
、前記電子透かし検出回路、前記世代更新回路、及び前記映像信号処理回路の出力が供給
され、世代書き換えを行うと共に前記映像信号の出力を制御する書き換え及び制御回路と
を備え、前記電子透かし信号と前記ＣＧＭＳ信号によって前記映像信号の出力可否を制御
する

コピー制御情報を備えた映像信号の 前記書き換え



ことを
特徴とするコピー制御情報を備えた映像信号の処理装置。
【請求項４０】
　請求項３８記載の 処理装置において、

ことを特徴とするコピー
制御情報を備えた映像信号の処理装置。
【請求項４１】
　

ことを特徴とする 。
【請求項４２】
　請求項４１記載の において、前記

こと
を特徴とする 。
【請求項４３】
　請求項 記載の において、前記

ことを特徴とする
。

【請求項４４】
　

を備えることを特徴とする 。
【請求項４５】
　

ことを特徴とする 。
【請求項４６】
　請求項４５記載の において、前記

ことを特徴とする再生装置。
【請求項４７】
　

ことを特徴とする再生装置。
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及び制御回路は前記電子透かし情報から得られた一回コピー可能情報と前記ＣＧＭＳ信号
から得られた一回コピー可能情報とによって、前記書き換え及び制御回路から前記映像信
号を出力し、前記ＣＧＭＳ信号の一回記録可能情報をコピー禁止情報に書き換える

コピー制御情報を備えた映像信号の 前記書き換え
及び制御回路は前記電子透かし情報から得られた一回コピー可能情報と前記ＣＧＭＳ信号
から得られた一回コピー可能情報とによって、前記書き換え及び制御回路から前記映像信
号を出力し、前記電子透かし情報から得られた一回コピー可能情報をコピー禁止に、前記
ＣＧＭＳ信号の一回記録可能情報をコピー禁止情報に書き換える

コピー可能かコピー禁止かを示すコピー制御用に生成された制御信号と、電子透かし情
報として映像信号に埋め込まれたコピー制御情報を処理するために、前記映像信号を再生
する時に検出された前記制御信号と、前記映像信号に埋め込まれた電子透かし情報から検
出されたコピー制御情報とを比較して、所定の関係にある時のみ映像信号を出力する手段
を備える 記録再生装置

記録再生装置 電子透かし情報を検出し、直接検出され
た前記ビット生成手段による信号が一世代コピー可能を示した時のみ前記ビット生成手段
による信号を変更する手段と、前記変更された信号、前記入力された電子透かし記録信号
及び画像信号を同時に記録し、それ以降の記録を不可能な動作とする手段とを備えた

記録再生装置

４２ 記録再生装置 ビット生成手段による信号は一世代コピ
ー可能を示した時のみこれ以上の記録を不可とする信号に書き換えられて、前記入力され
た電子透かし記録信号及び前記映像信号と同時に記録される 記録再生装
置

電子透かし情報が埋め込まれた映像信号と、コピー制御用のビットが書き込まれたディ
スクから前記映像信号を再生するために、電子透かし情報検出手段と、ビット生成手段に
よって記録された信号を検出する手段と、前記ディスクを判別するためのディスク判別手
段と、前記ディスク判別手段によって、前記ディスクが再生専用であり、前記電子透かし
情報と前記ビット生成手段による情報が一致する場合に前記ディスクに書き込まれた前記
映像信号を再生する手段と 再生装置

電子透かし情報が埋め込まれた映像信号と、コピー制御用のビットが書き込まれたディ
スクから前記映像信号を再生するために、電子透かし情報検出手段と、ビット生成手段に
よって記録された信号を検出する手段と、前記ディスクを判別するためのディスク判別手
段と、前記ディスク判別手段によって、前記ディスクが記録再生可能であり、前記電子透
かし情報と前記ビット生成手段による情報が一致した場合及び検出された前記ビット生成
手段による信号の一世代コピー可能が正しく変更されている場合に前記映像信号を再生す
る手段とを備える 再生装置

再生装置 ディスクが記録再生可能な場合には、前記電
子透かし情報が一世代コピー可能情報であり、前記ビット生成手段の情報がこれ以上のコ
ピーを禁止する情報の時にのみ再生する手段を備える

請求項４５記載の再生装置において、前記ビット生成手段は前記映像信号上に多重され
て記録されている



【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、原画像の再生制御、又は記録制御、あるいはその画像の出所を明確にするため
に、画像データ、特に映像信号上に重畳、又は埋め込まれた別の情報、すなわち電子透か
し情報及び世代管理信号を含むコピー制御情報を備えた映像信号の記録再生方法、記録再
生装置及び処理装置並びに記録媒体に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
映像信号に電子透かし（ｗａｔｅｒ　ｍａｒｋ、ｄａｔａ　ｈｉｄｉｎｇ又はｅｍｂｅｄ
ｄｉｎｇ）情報を埋め込むために幾つかの方法が提案されており、その代表的なものとし
ては映像情報メディア学会技術報告 (ＩＴＥ　Ｔｅｃｈｎｉｃａｌ　Ｒｅｐｏｒｔ　Ｖｏ
ｌ　２１．Ｎｏ３１．ｐｐ３～８　データハイディング技術 )に記載されている。また、
従来の情報埋込み技術としては、日経エレクトロニクス（ 1997年）６８３号９９頁から 10
7頁に記載されている。これら従来技術においては、画像の統計的性質を利用して映像信
号の一部に本来の映像信号が持っている情報とは異なる情報を映像信号の中に埋め込み、
再生時にこの埋め込んだ情報を使って本来の画像の出所やさらに進んで再生の可否を決め
る制御信号を得ることが示されている。
この従来技術においては、画像の統計的性質を利用して画像の一部に本来の画像が持って
いる情報とは異なる情報を画像の中に埋め込み、再生時にこの埋め込んだ情報を使って本
来の画像の出所やさらに進んで再生の可否を決める制御信号を発生することが示されてい
る。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
一般に広く認められているコピー制御には、全面的なコピー禁止と一回のコピーのみ許容
するものがある。後者は世代管理（ＣＧＭＳ：Ｃｏｐｙ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｍａｎ
ａｇｅｍｅｎｔ　ｓｙｓｔｅｍ）と位置づけられ、一回限りののコピーを許容する場合に
は、コピー動作時にこの信号は「一回コピー可」から「これ以上のコピーは不可」とする
信号に書き換えられる。
しかしながら、上記の文献にはこのような技術と電子透かし情報とを組み合わせてコピー
制御を行うことにについては記載されていない。
【０００４】
本発明の目的は再生の可否を容易に行う事ができるコピー制御情報を備えた映像信号の記
録再生方法、記録再生装置及び処理装置並びに記録媒体を提供する事にある。
本発明の他の目的は電子透かし情報及び世代管理信号等のコピー制御情報を備えた映像信
号の記録再生方法、記録再生装置及び処理装置並びに記録媒体を提供することにある。
本発明のさらに他の目的は、コピー制御情報を不正操作した場合に再生信号の出力を禁止
することが出来るコピー制御情報を備えた映像信号の再生方法、再生装置及び処理装置を
提供することにある。
本発明のさらに他の目的は、ＶＴＲやビデオディスクなどでいったん記録された映像信号
の輝度信号に含まれるコピー制御情報をもちいて世代管理を考慮したコピー制御を行うこ
とが出来る映像信号の再生方法、再生装置及び処理装置を提供することにある。
【０００５】
【発明を解決するための手段】
本発明の目的を達成するために、本発明による記録媒体は、映像信号と、前記映像信号に
埋め込まれ、コピー制御情報を有する電子透かし情報と、前記映像信号に挿入されたコピ
ー制御用のＣＧＭＳ信号とが記録されている。この電子透かし情報は映像信号の予め定め
られた位置の輝度信号の輝度値を変更させることによって得られる。好ましくは、この輝
度信号の輝度値の変更範囲は変更可能範囲に設定される。ＣＧＭＳ信号は映像信号のスキ
ャン領域外に挿入される。好ましくは、このＣＧＭＳ信号は水平同期信号近傍のスキャン
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領域外に挿入される。また、好ましくは、このＣＧＭＳ信号は２ビット以上のビット数を
有する信号である。この電子透かし情報はコピーフリー、一回コピー可能及びコピー禁止
のいずれかの情報を持っている。また、このＣＧＭＳ信号はコピーフリー、一回コピー可
能及びコピー禁止のいずれかの情報を持っている。
【０００６】
本発明による記録方法は、輝度信号の予め定められた位置の輝度値を変更して前記輝度信
号にコピー制御情報を埋め込むことによって電子透かし情報を生成するステップと、コピ
ー制御情報を有するＣＧＭＳ信号を映像信号のスキャン領域外に挿入するステップとを備
えている。
本発明よる記録方法は、映像信号に含まれる輝度信号の輝度値を変化させても視覚的に耐
えられる範囲を計算するステップと、予め定められた位置の輝度信号の輝度値を前記算出
された範囲内で変更させてコピー制御情報を有する電子透かし情報を生成するるステップ
と、コピー制御情報を有し、映像信号のスキャン領域外に挿入されるＣＧＭＳ信号を生成
するステップとを備えている。
また、本発明による記録方法は、映像信号にふくまれる輝度信号の輝度値を変化させても
視覚的に耐えられる範囲を計算するステップと、予め定められた位置の輝度信号であって
、変更される輝度値が前記算出された範囲内にある場合に、前記輝度値を変更させてコピ
ー制御情報を有する電子透かし情報を生成するステップと、コピー制御情報を有し、映像
信号のスキャン領域外に挿入されるＣＧＭＳ信号を生成するステップとを備えている。
【０００７】
本発明による再生方法は、輝度信号の輝度値を変更してコピー制御情報が埋め込まれた電
子透かし情報と映像信号のスキャン領域外に挿入されたコピー制御情報を有するＣＧＭＳ
信号とを備えた映像信号から前記電子透かし情報とＣＧＭＳ信号とを記録媒体から再生し
て、映像信号の出力を制御するために、前記電子透かし情報を検出するステップと、前記
ＣＧＭＳ信号と検出するステップと、前記電子透かし情報からえられたコピー制御情報と
前記ＣＧＭＳ信号から得られたコピー制御情報とから合理性に欠ける場合には映像信号の
出力を遮断するステップとを備えている。この電子透かし信号及びＣＧＭＳ信号はコピー
禁止情報及び一回コピー可能情報のいずれか一方の情報を備えている。更に、この電子透
かし情報から得られた一回コピー可能情報とＣＧＭＳ信号から得られたコピー禁止情報に
よって映像信号を出力して表示するステップを備えている。また、電子透かし情報から得
られたコピー禁止情報とＣＧＭＳ信号から得られたコピー禁止情報によって映像信号を出
力して表示するステップを備えている。ＣＧＭＳ信号が再生されない場合には映像信号の
出力を遮断するステップを備えている。
【０００８】
また、本発明の再生方法においては、ディスクの種類を判別するステップと、電子透かし
情報からえられたコピー制御情報とＣＧＭＳ信号から得られたコピー制御情報とディスク
の種類情報から合理性に欠ける場合には映像信号の出力を遮断するステップとを備えてい
る。ディスクが再生専用ディスクであり、電子透かし情報が一回のコピー可能の信号であ
り、かつ、ＣＧＭＳ信号が一回記録可能の信号である場合、前記映像信号を出力させるス
テップを備えている。ディスクが記録可能なディスクであり、電子透かし情報が一回のコ
ピー可能の信号であり、かつ、ＣＧＭＳ信号が一回記録可能の信号である場合、前記映像
信号の出力を遮断するステップを備えている。
【０００９】
本発明の再生方法においては、輝度信号の輝度値を変更してコピー禁止及び一回のコピー
可能のいずれかの情報が埋め込まれた電子透かし情報とコピー禁止及び一回のコピー可能
のいずれかの情報を有するＣＧＭＳ信号とを備えた映像信号から電子透かし情報とＣＧＭ
Ｓ信号とを記録媒体から再生して、映像信号の記録を制御するために、前記電子透かし情
報に埋め込まれたコピー制御情報を検出するステップと、前記ＣＧＭＳ信号からコピー制
御情報を検出するステップと、これらコピー制御情報が合理的な関係にあるか否かを判断
するステップと、合理的な関係にある時のみ前記映像信号の記録を許可するステップとを
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備えている。合理的な関係を判断するステップは電子透かし情報から得られた一回コピー
可能情報とＣＧＭＳ信号から得られた一回コピー可能情報をコピー禁止情報に書き換える
状況から合理的であると判断する。また、電子透かし情報から得られた一回コピー可能情
報をコピー禁止に、ＣＧＭＳ信号から得られた一回コピー可能情報をコピー禁止情報に書
き換える状況から合理的であると判断する。
【００１０】
本発明による記録装置は、映像信号に含まれる輝度信号の輝度値に応じて輝度値の変更範
囲を計算する変更可能範囲算出回路と、予め定められた位置にある輝度信号の輝度値を算
出された可変範囲内で変更してコピー制御情報を有する電子透かし情報を埋め込むための
情報埋め込み処理回路と、コピー制御情報を有するＣＧＭＳ信号を発生する発生回路と、
ＣＧＭＳ信号を電子透かし情報が埋め込まれた輝度信号のスキャン領域範囲外に加算する
加算回路とを備えている。
【００１１】
また、本発明による記録装置は、映像信号に含まれる輝度信号の輝度値に応じて前記輝度
値の変更範囲を計算する変更可能範囲算出回路と、予め定められた位置にある輝度信号の
輝度値が算出された可変範囲内にある時に輝度信号の輝度値を変更してコピー制御情報を
有する電子透かし情報を埋め込むための情報埋め込み処理回路と、コピー制御情報を有す
るＣＧＭＳ信号を発生する発生回路と、ＣＧＭＳ信号を電子透かし情報が埋め込まれた輝
度信号のスキャン領域範囲外に加算する加算回路とを備えている。
【００１２】
本発明によるコピー制御情報を備えた映像信号の処理装置は、輝度信号の輝度値を変更し
てコピー制御情報が埋め込まれた電子透かし情報と映像信号のスキャン領域外に挿入され
たコピー制御情報を有するＣＧＭＳ信号とを備えた映像信号から前記電子透かし情報とＣ
ＧＭＳ信号とを記録媒体から再生して、映像信号の出力を制御するために、記録媒体から
再生された映像信号を処理する回路と、電子透かし検出回路と、ＣＧＭＳ信号を検出する
ためのＣＧＭＳ信号検出回路と、検出された電子透かし情報と検出されたＣＧＭＳ信号と
から映像信号処理回路を制御する出力制御回路とを備えている。出力制御回路は電子透か
し情報からえられた一回コピー可能情報とＣＧＭＳ信号から得られたコピー禁止情報によ
って、映像信号を出力させるように前記映像信号処理回路を制御する。また、出力制御回
路は電子透かし情報からえられたコピー禁止情報とＣＧＭＳ信号から得られたコピー禁止
情報によって、映像信号を出力させるように映像信号処理回路を制御する。出力制御回路
はＣＧＭＳ信号が検出されない時には映像信号を出力させないように前記映像信号処理回
路を制御する。記録媒体が記録可能な媒体である場合、出力制御回路は電子透かし情報か
らえられた一回コピー可能情報とＣＧＭＳ信号から得られた一回コピー可能情報によって
、映像信号を出力させないように映像信号処理回路を制御する。また、記録媒体が再生専
用の媒体である場合、出力制御回路は電子透かし情報からえられた一回コピー可能情報と
ＣＧＭＳ信号から得られた一回コピー可能情報によって、映像信号を出力させるように映
像信号処理回路を制御する。この処理装置はディスクの種類を判別する回路とを備えてい
る。ディスク種類判別回路の出力が記録可能なディスクを示す信号である場合、出力制御
回路は電子透かし情報からえられた一回コピー可能情報とＣＧＭＳ信号から得られた一回
コピー可能情報によって、映像信号を出力させないように前記映像信号処理回路を制御す
る。また、ディスク種類判別回路の出力が再生専用ディスクを示す信号である場合、出力
制御回路は電子透かし情報からえられた一回コピー可能情報とＣＧＭＳ信号から得られた
一回コピー可能情報によって、映像信号を出力させるように前記映像信号処理回路を制御
する。
【００１３】
本発明による処理装置は、ＣＧＭＳ信号の世代を更新する回路と、映像信号の出力を制御
する書き換え及び制御回路とを備え、電子透かし信号とＣＧＭＳ信号によって映像信号の
出力可否を制御している。この書き換え及び制御回路は電子透かし情報から得られた一回
コピー可能情報とＣＧＭＳ信号から得られた一回コピー可能情報とによって、書き換え及
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び制御回路から映像信号を出力し、ＣＧＭＳ信号の一回記録可能情報をコピー禁止情報に
書き換えている。書き換え及び制御回路は電子透かし情報から得られた一回コピー可能情
報とＣＧＭＳ信号から得られた一回コピー可能情報とによって、書き換え及び制御回路か
ら映像信号を出力し、電子透かし情報から得られた一回コピー可能情報をコピー禁止に、
ＣＧＭＳ信号の一回記録可能情報をコピー禁止情報に書き換えている。
【００１４】
本発明による記録再生装置は、コピー制御用のビットとこのビットによって生成された制
御信号が埋め込まれた電子透かし情報とから構成されるコピー制御情報が設けられた映像
信号を記録し、映像信号を再生する時に直接検出されたビットと、電子透かし情報を検出
した信号とを比較して、所定の関係にある時のみ映像信号を出力する。電子透かし情報を
検出し、直接検出されたビットによる信号が一世代コピー可能を示した時のみビット生成
手段による信号を変更すし、変更された信号、入力された電子透かし記録信号及び映像信
号を同時に記録し、それ以降の記録を不可能な動作とする。ビットは一世代コピー可能を
示した時のみこれ以上の記録を不可とする信号に書き換えられて、電子透かし記録信号及
び映像信号と同時に記録される。
【００１５】
本発明による再生装置は、電子透かし情報が記録された映像信号と、コピー制御用のビッ
トが書き込まれたディスクから映像信号を再生するために、電子透かし情報検出手段と、
ビット生成手段によって記録された信号を検出する手段と、ディスクを判別するためのデ
ィスク判別手段と、ディスク判別手段によって、ディスクが再生専用であり、電子透かし
情報とビット情報が一致する場合にディスクに書き込まれた映像信号を再生する。また、
ディスク判別手段によって、ディスクが記録再生可能であり、電子透かし情報とビット情
報が一致した場合及び検出されたビット情報段による信号の一世代コピー可能が正しく変
更されている場合に映像信号を再生する。ディスクが記録再生可能な場合には、電子透か
し情報が一世代コピー可能情報であり、ビット生成手段の情報がこれ以上のコピーを禁止
する情報の時にのみ映像信号が再生される。
【００１６】
【発明の実施の形態】
以下、本発明によるコピー制御情報を備えた映像信号の記録再生方法、記録再生装置及び
処理装置並びに記録媒体の実施の形態について、実施例を用い、図面を参照して説明する
。
【００１７】
まず、本発明による電子透かし情報の記録装置の一実施例について説明する。図１は本発
明による電子透かし情報の記録装置の一実施例を示すブロック図であり、この実施例では
、画素の輝度を変更して電子透かし情報を埋め込んでいる。
図１において、入力回路１に映像信号が入力される。この入力回路１から輝度信号が取り
出され、変更可能範囲算出回路３に供給され、この輝度信号に基づいて、輝度信号を変更
しても視覚的にあまり影響のない範囲を計算する。輝度変化の大きい部分では輝度信号を
大きく変化させても視覚的にはあまり変化しないが、輝度変化の少ない部分では輝度の変
化量も小さくしないと視覚的に目立つので、この変更可能範囲算出回路３ではこれを考慮
して変更可能範囲を計算する。この変更可能範囲算出回路３は計算機のＣＰＵで実現でき
る。この変更可能範囲算出回路３からの計算結果は情報埋込み処理回路５に供給され変更
可能範囲内にある場合には映像信号の輝度を変えて電子透かし情報を輝度信号に埋め込む
処理を行う。輝度信号を加工して電子透かし情報が埋め込まれた映像信号は一画面分の処
理が終わるまで情報埋め込み処理回路５のメモリに記憶された後出力される。また、この
回路において、変更可能範囲算出回路３での算出処理は以下のようにして処理される。
【００１８】
（１）画像のエッジの変化が大きい所ではエッジ信号の振幅を大きく変化させても視覚的
にはあまり変わらない。逆に、画像のエッジの変化が少ない所ではエッジ信号の振幅を大
きく変えると視覚的に画像は大きく変化する。
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（２）画像の変更範囲は、画像が視覚的に変化しない範囲、又は画像が視覚的に変化した
としても視聴の妨げにはならない範囲にとどめる。
このようにして電子透かし情報を埋め込むと、原画像と輝度は異なるが、視覚的には変わ
らない画像が得られる。また、変更可能範囲算出回路３は、各画素毎に、画像処理適用前
の輝度と適用後の輝度を記憶し、これが変更可能範囲にあるか否かを確認し、変更可能範
囲に入る場合にのみ輝度信号の変更を行う。
情報埋込み処理回路５は、まず、画像を構成する画素のうち輝度を変更する画素を選択す
る。次に、選択された各画素の内、輝度が変更可能範囲内にある画素について、輝度を特
定値に変更することによって情報を埋め込む。その結果、電子透かし情報が埋め込まれた
映像信号が得られる。
７は世代管理信号発生回路であり、２ビットの世代管理信号またはＣＧＭＳ（Ｃｏｐｙ　
Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ｓｙｓｔｅｍ）信号を発生する。この世
代管理信号は加算回路９で情報埋め込み処理回路５から出力された電子透かし情報が埋め
込まれた映像信号と色信号回路１１から出力された色度信号と加算され、出力回路１２を
通して記録媒体（図示せず）に記録される。
【００１９】
次に、図２を用いて、情報埋込み処理回路５における輝度の変更方法について説明する。
図２は画素の輝度値を直線表示した模式図である。図において、一つの画素の輝度の値は
０～２５５まであるとする。本実施例では、この直線上の白い円の値は１６の倍数に相当
する輝度であり、埋込み情報“０”に対応する。黒い点の値は（１６の倍数＋８）の値に
相当する点であり、埋込み情報“１”に対応するものとする。
最初に、情報埋込み処理回路５の基本動作に付いて説明する。電子透かし情報を得るには
画像の画素に対応する輝度を、最近傍の白または黒の円に変更する必要がある。すなわち
、その画素に埋め込みたい情報が“０”の場合には白円に変更し、“１”の場合には黒円
に変更する。例えば、画素の輝度が図中の△の値、すなわち３０の場合で、埋め込みたい
情報が“０”の場合には、その画素の輝度を３２に変更し、埋め込みたい情報が“１”の
場合には、その輝度を２４に変更する。
次に、変更可能範囲算出回路３の利用について説明する。電子透かし情報を埋め込む場合
、画素の輝度の変更が大きすぎて画像が視覚的に変化する場合がある。これを防止するた
めに、画素の値を変更できる範囲を変更可能範囲内とする必要がある。例えば、図２にお
いて、画素の輝度△の値が３０で、その画素の輝度の変更可能範囲が２６～３３であると
する。この場合、埋め込みたい情報が“０”の場合には、上記の基本動作通りに、その画
素の輝度を３２に変更しても差し支えない。しかし、埋め込みたい情報が“１”の場合に
は、変更先の輝度２４が変更可能範囲に含まれていないので、この場合には２４に最も近
い値２６に変更する。又は、この画素の輝度を変化させることをあきらめて、予め定めら
れた他の画素の輝度を変更する。
【００２０】
さらに、透かし挿入画像、すなわち電子透かし情報が埋め込まれた映像信号から電子透か
し情報を抽出する方法について説明する。最初に、画素の輝度値が変更された画素を選択
する。輝度が変更される画素の位置は予め定められているので、水平同期信号に基づいて
得られたパルスによって選択することができる。すなわち、情報埋込み処理回路５におけ
る画素選択と同じ規則に従って輝度が変更された画素を選択する。
次に、選択された各画素について、その輝度信号を取り出し、その値が、１６の倍数か（
１６の倍数＋８）のいずれに近いかで、埋め込まれた情報が“０”か“１”かを判定する
。
上述のように、情報埋込み処理回路６５は変更可能な範囲内で輝度を変更しているので、
輝度を１６の倍数または（１６の倍数＋８）に正確に変更できない場合がある。そのため
、情報の抽出において、誤りが生じる。しかしながら、この問題は同じ情報を複数の画素
に重複して埋め込み、抽出において多数決を行うことによって解決できる。
【００２１】
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次に、図３（ａ）、図３（ｂ）をもちいて、世代管理信号の一実施例について説明する。
図３（ａ）は世代管理信号が挿入された垂直期間のテレビジョン信号の概略の一実施例を
示す模式図である。図３（ｂ）は図３（ａ）の一部拡大図である。
図３（ａ）において、世代管理信号（ＣＧＭＳ信号と略称する。 )３１、３５は例えば、
垂直同期信号３２の第１７番目、１８番目の水平同期期間の画面上部のスキャン範囲外の
期間に挿入されている。従って、このＣＧＭＳ信号３１、３５は通常画面には現れない。
なお、３３は映像信号である。
【００２２】
図３（ｂ）において、ＣＧＭＳ信号３１は３１ａ、３１ｂからなる２ビットの信号である
。この図において、３４は映像信号が配置されているエリアである。図３（ａ）、図３（
ｂ）に示すテレビジョン信号は光ディスクまたはビデオテープなどの記録媒体に記録され
る。
【００２３】
ＣＧＭＳ信号は三つのモード、すなわち、（１）コピーフリー、（２）一回コピー可能、
（３）これ以上のコピー禁止モードを表す必要がある。
また、（２）一回コピー可能の場合にはコピー時にこの信号を（３）これ以上のコピー禁
止と書き換える事が必要になる。これを世代更新という。
また（３）これ以上のコピー禁止モードでコピーした場合にはコピー動作は禁止されなけ
ればならない。そのために、図３（ａ）、図３（ｂ）に示すＣＧＭＳ信号３１，３５は２
ビットの制御信号から構成されている。テレビジョン信号をコピーするための記録装置又
は再生装置に設けられている電子透かし及びＣＧＭＳ信号の処理装置でこのＣＧＭＳ信号
をみて再生可能か判断する。
世代更新とはＣＧＭＳ信号を例えば、一回コピー可能のビット”１０”をこれ以上コピー
禁止ビット”１１”に書き換える事を意味する。
以上述べた電子透かし情報は原画像の再生または記録制御情報、更にはその画像の出所を
明確にする情報が含まれており、ＣＧＭＳ信号にはコピーフリー、一回コピー可能、これ
以上のコピー禁止などの情報が含まれているが、以下の説明においてはこれら両方の情報
を含めて、コピー制御情報という。
通常ＣＧＭＳ信号あるいは電子透かし情報のどちらか一方の制御信号を使用してコピー制
御を行えば十分であると考えがちであるが、この制御信号の片方、例えば、ＣＧＭＳ信号
のみを採用する場合には、この信号は容易に書き換えられるため、希望したコピー制御と
は異なる制御を行う場合がある。世代更新をしなければならない状況、例えば一回コピー
したにも関わらず、ＣＧＭＳ信号の世代更新を行なわない場合、一回コピー可能のまま何
度でもコピーが可能になってしまう。
【００２４】
電子透かし情報は映像信号に含まれる輝度信号の輝度を変えているため、この電子透かし
情報を世代更新することは困難である。例えば電子透かし情報が一回コピー可能を現して
いる場合、この信号の世代更新は困難であるため、何回でもコピーが可能になってしまう
。この場合このＣＧＭＳ信号の世代更新をすることによって、再度のコピーを禁止するこ
とができる。
電子透かし情報を更新する回路が再生装置又はコピーをするための記録装置に採用されて
いる場合には、電子透かし情報を世代更新することができる。この場合にはより明確にコ
ピー禁止、又は再生禁止をすることが出来る。
ＣＧＭＳ信号を更新すべき状況にも拘わらず、このＣＧＭＳ信号の世代更新を怠った場合
には、電子透かし情報とＣＧＭＳ信号の内容が同じになるため、これを検出して再度のコ
ピー禁止または再生禁止を行うことができる。
このような場合を考えて、電子透かし情報とＣＧＭＳ信号を使用してのコピー制御が考え
られた。
【００２５】
以下、電子透かし情報とＣＧＭＳ信号を用いたコピー制御について、図４に示す本発明に
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よるコピー制御情報処理装置をもちいて説明する。
図４は本発明によるコピー制御情報を備えた映像信号の処理装置の一実施例を示すブロッ
ク図である。
図４において、ディスク４０は記録可能なディスク、例えばＲＡＭディスク又は再生専用
ディスク、例えばＲＯＭディスクである。記録可能なディスクの場合、このディスク４０
には、ディジタル放送信号が記録されている。このディジタル放送信号には一回コピー可
能とする電子透かし情報と一回コピー可能とするＣＧＭＳ信号が記録されていると仮定す
る。再生専用ディスクの場合にはコピー禁止の電子透かし情報とコピー禁止のＣＧＭＳ信
号が記録されている。ディスク４０に記録された映像信号は光ピックアップ４１で取り出
され、信号読み出し回路４２で読み出され、映像信号処理回路４３で読み出された信号か
ら映像信号を出力している。
【００２６】
一般に、ディスク４０から読み出された信号はＭＰＥＧ処理が施されているが、このＭＰ
ＥＧ処理された信号は信号読み出し回路４２でＭＰＥＧ処理が解除されて伸張される。す
なわち、信号読み出し回路４２の出力端子４４にはＭＰＥＧ処理が施された信号が出力さ
れ、端子４５からはＭＰＥＧ処理が解除された信号が出力される。端子４４または端子４
５に取り出された信号はスイッチ４６によって選択されて電子透かし検出回路４７に供給
され、この回路４７で電子透かし情報が検出される。なお、図４の回路において、スイッ
チ４６を設けたのは、ＭＰＥＧ処理が施された信号を電子透かし回路４７に入力しても良
いし、ＭＰＥＧ処理がデコードされた信号を用いても良いことを示すためのものであり、
通常電子透かし回路４７は端子４４又は端子４５のいずれか一方の端子に接続される。
【００２７】
　ＣＧＭＳ信号検出回路４８には映像信号処理回路４３から映像信号が供給され、この回
路４８で 映像 内に記憶されているＣＧＭＳ信号３１ａ、３１ｂ、又は３５が検出さ
れる。
　このようにして検出された電子透かし信号及びＣＧＭＳ信号は出力制御回路４９に入力
され、この回路４９で二つの信号が比較され、その合理性がチェックされる。なお、映像
信号処理回路４３の出力端子５０には 画像を再生するためのディスプレイ（図示せず）
、又は端子５０から取り出された映像信号を記録するための記録装置（図示せず） 接続
される。また、５１は ディスク４０を回転させるためのモータである。
【００２８】
以下にそのチェック内容について説明する。
ディスク４０が再生専用ディスクの場合、一般的にその記録内容のコピーは許されていな
いのが通常である。従って再生専用ディスクの電子透かし情報はコピー不可となっている
。よって、このような場合は電子透かし情報によって出力制御回路４９はコピーが禁止さ
れるように制御される。
ディスク４０が再生専用ディスクで一回のコピーか許可されている場合には、出力端子５
０から記録装置（図示せず）に記録されながらＣＧＭＳ信号は世代更新される。これにつ
いては図７に示す別の実施例を用いて説明する。
記録可能なディスク、例えばＲＡＭディスクの場合には、ディジタル放送などを一次記録
した記録媒体から再度コピーすることが考えられる。この場合、一般のディジタル放送信
号には一回だけのコピーを許容するＣＧＭＳ信号と電子透かし情報が挿入されており、一
次記録のときに、ＣＧＭＳ信号は世代更新され、コピー禁止になっているはずである。
【００２９】
端子５０をディスプレイに接続して、この記録可能なディスクから映像信号を再生する場
合、再生信号、又はＣＧＭＳ信号に作為的な改竄が施された時には再生を禁止することが
望まれている。
再生装置側の電子透かし検出回路４７からは一回限りのコピー許可する電子透かし情報が
検出され、ＣＧＭＳ信号検出回路４８からは世代更新されたＣＧＭＳ信号、すなわちコピ
ー禁止するように更新されたＣＧＭＳ信号が検出されるはずである。
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この場合、一回コピーを許可する内容の電子透かし情報とコピーを禁止する内容のＣＧＭ
Ｓ信号とが出力制御回路４９に入力されるため、この電子透かし情報とＣＧＭＳ信号とが
合理的な関係にあると認識して再生を許可する信号を映像信号処理回路４３に供給する。
しかし、記録可能なディスクで記録した場合、電子透かし情報は原画像信号の一回限りの
コピー許可を示す信号であっても良いが、ＣＧＭＳ信号は世代更新されていなけばならな
い。それにも拘わらず、一回コピーを許可するままであれば、これは記録時にＣＧＭＳ信
号を正しく更新しないままコピーを行ったと推察される。
従って、このような場合、出力制御回路４９は正常に更新動作がされていないと判断して
その出力を遮断する。
【００３０】
電子透かし検出回路４７で電子透かし情報が検出されたにも拘わらず、ＣＧＭＳ信号検出
回路４８からＣＧＭＳ信号が検出されない場合には、何らかの不正な操作があったとして
、出力制御回路４９からは再生を禁止する信号が映像信号処理回路４３に供給され、映像
信号の再生が禁止される。
仮に、何らかの手段によって、電子透かし情報がコピー禁止となっており、且つＣＧＭＳ
信号もコピー禁止となっている放送信号を記録可能なディスクに記録した場合には、出力
制御回路４９には電子透かし情報及びＣＧＭＳ信号の両方がコピー禁止の信号が供給され
るので、この回路４９からは再生を禁止する信号が映像信号処理回路４３に供給され、再
生は禁止される。
なお、電子透かし信号及びＣＧＭＳ信号が共に検出されない場合にはコピーが禁止されて
いないため、出力制御端子からは再生を許可する信号が出力される。
【００３１】
ディスク４０の映像信号が再生許可された場合、この信号を記録装置に接続して記録する
ことが考えられる。コピーフリーの場合には当然記録が可能であるが、そうでない場合に
は、ＣＧＭＳ信号がコピー禁止となっているために、これを検出してコピーは阻止される
。例えば、ＣＧＭＳ信号の振幅を最大にしておけばこの信号によって、ＡＧＣ制御回路（
図示せず）が増幅器の利得が最低になるように制御され、信号が出力されないため、結果
的にコピーすることが出来ない。
【００３２】
ディスプレイで映像信号を再生する場合には、ディスプレイにこのＣＧＭＳ信号を抜き取
る抜き取りパルスを発生させ、この抜き取りパルスによって、このＣＧＭＳ信号を抜き取
り、このＣＧＭＳ信号に利得制御回路が応答しないようにすれば良い。
このように出力制御回路４９は電子透かし情報とＣＧＭＳ信号の更新結果をチェックして
再生制御を行なっている。
【００３３】
図５は本発明によるコピー制御情報処理装置の他の一実施例を示すブロック図である。図
５において、図４のブロックと同じ機能を有するブロックには同じ参照番号を付ける。
図５において、ディスク４０が記録可能なＲＡＭディスクか、再生専用のＲＯＭディスク
かを判別するためのディスクの種類判別回路５３が新たに設けられている。このディスク
の種類判別回路５３は光ディスク装置に設けられているトラッキングサーボ回路を利用し
ている。ＲＦ増幅器５４から取り出された再生信号をＲＡＭ用トラッキング制御信号発生
回路５５とＲＯＭ用トラッキング制御信号発生回路５６に供給する。回路５５の出力を振
幅検出回路５７に供給し、回路５６の出力を振幅検出回路５８に供給すると、ディスク４
０の種類と合っている方の振幅検出回路５７又は５８から振幅の大きい信号が取り出され
、合っていない振幅検出回路の出力からは振幅の小さい信号が取り出されるため、判別回
路の出力にはディスク４０の種類に応じたディスク判別信号（例えば、プラスまたはマイ
ナスの信号）が取り出される。このディスク判別信号はスイッチ６０を制御し、ＲＡＭ用
トラッキング制御信号発生回路５５又はＲＯＭ用トラッキング制御信号発生回路５６のい
ずれか一方の端子をドライブ回路６１に接続する。また、このディスクの判別回路５９の
出力は出力制御回路４９に供給される。出力制御回路４９はディスクの判別結果をもらい
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、記録可能な場合と再生専用によってその判別結果を変えている。
【００３４】
例えば、ＲＡＭディスクの場合、電子透かし情報が一回の記録可能になっており、ＣＧＭ
Ｓ信号も一回の記録可能になっていることがある。ところが、ＲＡＭディスクの場合、す
でにディジタル放送信号等を記録したものであるため、電子透かし情報が変更されない場
合には電子透かし情報は一回の記録可能になっており、ＣＧＭＳ信号は世代更新されて、
コピー禁止になるのが通常であり、ＣＧＭＳ信号が一回のコピー可能となっている場合に
は前述したように何らかの不正が行われたと推測できる。すなわちＲＯＭディスクもＲＡ
Ｍディスクも同じ情報にも拘わらず、ＲＯＭディスクの場合には再生を許可し、ＲＡＭデ
ィスクの場合には再生を禁止する必要がある。ところか、ディスクの種類を判別する信号
を出力制御回路４９に供給することによって、これを防ぐことができる。
【００３５】
図６は本発明によるコピー制御情報を備えた映像信号の処理装置のさらに他の実施例を示
すブロック図である。図において、６３はディスク種類判別回路であり、このディスク種
類判別回路６３にはディスク４０に記録されたディスクの種類を示す信号が信号読み出し
回路４２を通して供給される。ディスク種類判別回路６３の出力から得られたディスク４
０の種類を示す信号は出力制御回路４９に供給され、図５を用いて説明したようにディス
ク４０の種類によって、出力制御回路４９の制御内容が変更される。
【００３６】
以下、再生プレーヤから再生された信号を記録ディスクに記録する場合の回路構成及びそ
の動作について図７を用いて説明する。
図７は本発明によるコピー制御情報を備えた映像信号の処理装置のさらに他の実施例であ
る。図において、７１は再生プレーヤである。再生プレーヤ７１で再生された信号中に含
まれる電子透かし情報は電子透かし検出回路４７で検出され、再生信号内のＣＧＭＳ信号
、又は電子透かし情報とＣＧＭＳ信号の世代を書き換える世代書き換え及び出力制御回路
７２に供給される。再生信号中に含まれているＣＧＭＳ信号はＣＧＭＳ信号検出回路４８
で検出されＣＧＭＳ信号更新回路７３に供給され、ここで、検出されたＣＧＭＳ信号は一
定の規則にしたがって更新される。
ここで一定の規則とは検出された信号が一回コピー可能な信号ならばこれ以上のコピー禁
止信号へ変換され、コピー自由なら何ら変更を加えず、そしてこれ以上のコピー禁止なら
ば記録回路の動作を止めるものである。
【００３７】
ＣＧＭＳ信号更新回路７３から出力された世代が更新されたＣＧＭＳ信号は世代書き換え
及び出力制御回路７２に供給される。又、世代書き換え及び出力制御回路７２には信号読
み出し回路４２及び映像信号処理回路４３を通して映像信号が供給されており、世代更新
されたＣＧＭＳ信号、又はこのＣＧＭＳ信号と電子透かし情報はこの世代書き換え及び出
力制御回路７２で書き換えられた後、変調回路等から構成される記録回路７４を通して記
録可能なディスク７５、例えばＲＡＭディスクに記録される。また、世代書き換え及び出
力制御回路７２では電子透かし情報と世代が更新されたＣＧＭＳ信号の内容が合理的か否
かをチェックする。
ここで、ＣＧＭＳ信号の世代更新は図３のＣＧＭＳ信号３１ａ，３１ｂに示す２ビットの
信号を“１０”から“１１”に変更することによって行われる。ここで世代書き換え及び
出力制御回路７２において電子透かし情報とＣＧＭＳ信号更新回路７３から出力されるＣ
ＧＭＳ信号の内容が合理的でない場合には記録を止める。
例えば、電子透かし情報がコピー禁止であり、ＣＧＭＳ信号もコピー禁止の場合は世代書
き換え及び出力制御回路７２から映像信号が出力されない。電子透かし情報がコピー可能
であり、ＣＧＭＳ信号がコピー可能な場合は世代書き換え及び出力制御回路７２から映像
信号が出力され、ディスク７５に記録される。
【００３８】
電子透かし情報が一回のコピーが可能であり、ＣＧＭＳ信号が一回のコピー可能からコピ
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ー禁止に書き換え作業が行われている場合には、世代書き換え及び出力制御回路７２から
映像信号が出力されディスク７５への記録が行われる。
電子透かし情報が一回のコピー可能からコピー禁止に書き換え作業が行われており、ＣＧ
ＭＳ信号が一回のコピー可能からコピー禁止に書き換え作業が行われている場合には、世
代書き換え及び出力制御回路７２から映像信号が出力されてディスク７５への記録作業が
続行される。
ところが、電子透かし情報はコピー禁止を示しているにも拘わらず、世代更新されたＣＧ
ＭＳ信号が一回のコピー可能からコピー禁止に書き換えられる場合には本来コピー禁止だ
ったはずのディスクに新たにＣＧＭＳ信号を追加記録してこの信号を一回のコピーが可能
とした場合である。
このように本来あるべきでない信号形態が検出されると世代書き換え及び出力制御回路７
２において二つの信号間で合理性がないとして世代書き換え及び出力制御回路７２は映像
信号を出力させない。
【００３９】
図８は本発明によるコピー制御情報を備えた映像信号の処理装置のさらに他の実施例を示
すブロック図である。図７に示すブロック図においては、ＭＰＥＧ解除がされていない、
圧縮された信号が電子透かし検出回路４７及びＣＧＭＳ信号検出回路４８に供給されてい
るが、図８のブロック図ではＭＰＥＧ処理回路８１が設けられ、ＭＧＥＧがデコードされ
た信号が電子透かし検出回路４７に供給される。また、ディスク７５に記録する場合には
ＭＰＥＧ圧縮回路８２で再びＭＰＥＧ圧縮される点が異なっているが、その他の点は同じ
であるため、説明を省略する。
【００４０】
このようにＭＰＥＧ圧縮された信号上で電子透かし情報やＣＧＭＳ信号を検出する場合と
ＭＰＥＧ圧縮処理を解除した映像信号を用いて電子透かし情報やＣＧＭＳ信号を検出する
場合がある。電子透かし情報の検出とＣＧＭＳ信号の処理はどちらの信号でおこなっても
良い。
【００４１】
【発明の効果】
以上述べたように、本発明によれば映像信号の輝度信号を変えて画像に記録された電子透
かし情報と、映像信号に挿入されたＣＧＭＳ信号をもちて、この二つの信号が合理的な関
係を示す時に再生あるいは記録を許可することによって、単独で使用する場合に比べてよ
り確実性のあるコピー制御を行う事が可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】図１は本発明によるコピー制御情報の記録装置の一実施例を示すブロック図であ
る。
【図２】図２は電子透かし情報の埋め込み方法を説明するための画素の輝度値を直線表示
した模式図である。
【図３】図３は世代管理信号が付加されたテレビジョン信号の概略の一実施例を示す模式
図である。
【図４】図４は本発明によるコピー制御情報を備えた映像信号の処理装置の一実施例を示
すブロック図である。
【図５】図５は本発明によるコピー制御情報を備えた映像信号の処理装置の他の実施例を
示すブロック図である。
【図６】図６は本発明によるコピー制御情報を備えた映像信号の処理装置の更に他の実施
例を示すブロック図である。
【図７】図７は本発明によるコピー制御情報を備えた映像信号の処理装置の更に他の実施
例を示すブロック図である。
【図８】図８は本発明によるコピー制御情報を備えた映像信号の処理装置の更に他の実施
例を示すブロック図である。
【符号の説明】
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１…入力回路、３…変更可能範囲算出回路、５…情報埋め込み処理回路、９…加算回路、
７…ＣＧＭＳ信号発生回路、１１…色信号回路、１２…出力回路、４２…信号読み出し回
路、４３…映像信号処理回路、４７…電子透かし検出回路、４８…ＣＧＭＳ信号検出回路
、４９…出力制御回路、７２…世代書き換え出力制御回路、７３…ＣＧＭＳ信号更新回路
、７４…記録回路、８１…ＭＰＥＧ処理回路。

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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